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・ 沖縄県は日本でも唯一、亜熱帯地域に属し、一年を通

して温暖な気候で、暮らしやすい地域となっています。

青く広がる海は、美しい熱帯魚やサンゴなどの生き物

の宝庫となっています。

そして、沖縄島のヤンバルや離島に残る森林には、日

本や世界でもめずらしい動物や植物や昆虫たちが生息

しています。また、鮮やかに咲き誇る花や緑豊かな樹

木には、力強い生命力を感じます。

うちなーや　にっぽんぬ　くにんじ　ただ　ちゅとぅく

ま、亜熱帯ぬ　とぅくま　なてぃ、いちにんじゅー　ぬ

くさぁぬ　わーてぃき　なてぃ、くらしん　しーやっさ

ん　とぅくま やいびーん。おーるーく　ふぃるがとぅー

ん　うみゃー、いるぢゅらさ　あてぃ　熱帯ぬ　いゆや

ら　さんぐとぅかぬ　うみぬ　むんたーぬ　たからばく

なとぅいびーん。

うんだ、うちなーぬ　やんばる　ふぁなりじまんかい 

ぬくとぅーん　むいとぅか、やまとぅかや　世界んかい 

みじらさん　いきむんや　ひーとぅか　むしとぅかん　

いきち　ぐやびーん。あんち、いるぢゅらさ　さちふく

とぅーん　ふぁなん　おっーてん　つーん　ひーとぅか

ん、ちからぢゅーさぁ　ぬちぢからが　あいびーん。
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●久髙島の特徴

久髙島は、知念半島の東方約５キロの場所にあります。

神の島・琉球の国造りの神話が残されている地です。

古い祭り等がたくさん残っています。

くだかじまー、ちねんじゃちぬ　あがりかた　せぇー

げー　５キロぬ　ふぁたんかい　あいびーん。はみぬ

しま・りゅーきゅーぬ　くにだてぃぬ　ふぁなしーが

ぬくさぁっとぅいびーん　ふぁた やいびーん。

ぷるさぁん　まてぃーとぅかが　せぇーぶん　ぬくとぅ

いびーん。

●観光案内

久髙島をご案内しましょう。

くだかじま　ぐあんねー さびら。

・フボー御嶽（ふぼーうたき）

久髙島の北側にある御嶽で、最高の拝所です。男達は

（決して）入ってはいけない場所となっています。フボー

とは、クバの木のことです。名前通りフボーの木で覆

われています。

くだかじまぬ　にしばらんかい　あん　うたきなてぃ、

まぎ うがんじゅ やいびーん。ゆきがんさーや　いっ

ちゃーならん　ふぁた　なとぅいびーん。ふぼーちゅー

さぁ　ふばぬ　ひーぬ　ふとぅ　やいびーん。なーぬ

すぅーい　ふばぬ　ひーが　うぽーく　あいびーん。
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・御殿庭（うどぅんみゃー）

12 年に一度、午年に催されるイザイホーが行われた場

所です。東からシラタルーの宮、神アシャギがあり、

その隣には久髙島特産のイラブーの燻製を作るバイカ

ンヤーという建物も建っています。

じゅーににんに　いっくゎい、うまるしんかい　さ

びーる　いざいほーぬ　あたん　ふぁた　やいびーん。 

あがりら　しらたるーぐー、はんあしゃぎが　あてぃ、 

うんが　すないかい　くだかじま　特産ぬ　っんなぎ　

燻製すん　ばいかんやーっち　いやっとぅーん　やーが 

たっちゅいびーん。

・伊敷浜（いしきばま）

昔、この伊敷浜にニライカナイから、稲、粟、豆、麦な

どの五穀の壺が流れ着いた島で、琉球の農耕の始まりと

なった場所だと伝えられています。

むかし、いしきばまっち　にらーはなーら、ふみ、あわ、

まみ、むじとぅかぬ　ぐくくぬ　てぃぶが　ながりてぃ 

ちゃん　しま　なてぃ、りゅーきゅーぬ　ふぁんしぐとぅ

ぬ　はじまいぬ　ふぁたっち　いやっとぅい　びーん。
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●扌伊敷浜のウブヌシガナシー（首里城再建）の祈り
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・外間御殿（ふかま うぷぐい）

外間ノロと並ぶ久髙島の最高神女、外間ノロの屋敷で

す。外間ノロは、首里王府任命の公事ノロといわれて

います。外間御殿は、昭和初期まで聞得大君代理の神

人が駕籠に乗ってやってきました。

くだかぬるとぅ　ならり　くだかじまぬ　まぎ　はみ

んちゅ、ふかまぬるぬ　やしき　やいびーん。ふかま

ぬるや　すいらぬ　めいれいさーま　なとぅーん　

くーじ　ぬるっち　いやっとぅいびーん。うぷぐいや、

昭和ぬ　ふぁじみまでぃ　ちふじんがなしーぬ　はわ

いぬ　はみんちゅが　うちゅー　ぬてぃ　さーびたん。

●扌外間御殿旧正月の酌願い
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